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京都の伝統産業業界を担う｢未来の名匠｣を募集します︕ 

京都市伝統産業「未来の名匠」認定制度 
〜募集要領〜 

 

 京都市では、１２００年を超える悠久の歴史の中で脈々と受け継がれる匠の

技を未来に継承し、今後の伝統産業界を牽引する担い手の育成に寄与すること

を目的に、本市の伝統産業中堅技術者を京都市伝統産業「未来の名匠」として認

定しております。 

 この度、「未来の名匠」にふさわしい、意欲ある中堅技術者の公募を開始しま

す。 

 

１ 募集期間 

  令和８年４月１日（水）～６月１２日（金） ＜必着＞ 

 

２ 応募資格 

  以下の要件の全てに該当する方 

 ⑴ 本市が指定する伝統産業※１を制作する技術を有し、現にその制作に従事

していること 

 ⑵ 当該業種における従事期間が１１年以上であること 

 ⑶ 年齢が６０歳未満※２であること 

 ⑷ 本市の区域内の事業所において、現に伝統産業に従事している方で、引き

続き、本市の区域内の事業所において伝統産業に従事する意思があること 

 ⑸ 京都市伝統産業後継者育成制度の育成資金を現に受給していないこと 

 ⑹ 明日の名工（京都府青年優秀技能者奨励賞表彰）及び京都府の現代の名工

（京都府優秀技能者表彰）を受賞していないこと 

 ⑺ 刑事事件で禁錮以上の刑を受けていない方又は現に刑事訴追されていな

い方であること 

 ⑻ 本市が指定する伝統産業の制作に係る伝統的な技術・技法の維持、向上に

努めるとともに、京都の伝統産業の発展に意欲を持っていること 

 ⑼ 京都市が主催する展示会に意欲を持って積極的に参加する意思を有する

こと 

※１ 本市が指定する伝統産業とは、「９ 京都市の伝統産業」に掲載してい

る伝統産業をいう。 

※２ 年齢及び実務経験年数は、令和８年４月１日現在 
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３ 応募方法 

  次の書類を期間内に持参、郵送又は電子メールのいずれかで提出してくだ

さい。 

 ・京都市伝統産業｢未来の名匠｣認定制度申請書（第１号様式） 

 ・京都市伝統産業｢未来の名匠｣認定制度作品概要説明書（第２号様式） 

 ・京都市伝統産業｢未来の名匠｣認定制度実務経験証明書（第３号様式） 

 ・京都市伝統産業｢未来の名匠｣認定制度推薦書（団体用）（第４号様式）※３ 

 ※３ 産地組合に加盟している方は提出してください。 

 

⑴ 郵送の場合 

   以下の宛先に御送付ください。 

    〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地 

     京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

「未来の名匠」認定制度担当 

 ⑵ 電子メールの場合 

  ア メールアドレス 

    densan@city.kyoto.lg.jp 

  イ メールタイトル 

    【「未来の名匠」認定制度応募】 

          

４ 作品について 

  申請者によるプレゼンテーション審査の際は、京都市伝統産業｢未来の名

匠｣認定制度作品概要説明書（第２号様式）に添付した写真の作品が必要にな

ります。作品は以下の⑴～⑷を満たす物とします。 

 ⑴ 本市が指定する伝統産業に掲げる品目の伝統的な技術・技法により制作

した作品であること 

 ⑵ 自らが制作し、又は加工した作品であること※４ 

 ⑶ 申請者が直接携わった工程については、大半が手仕事であること 

 ⑷ 中間工程の技術を用いたものについては、その技術がよく分かる作品で

あること 

 ※４ １人につき１作品とし、１作品につき複数名での申請はできません。 
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５ 審査 

 ⑴ 申請者多数の場合は、申請書類に基づく書類審査を実施します 

 ⑵ プレゼンテーション審査の前に工房調査を実施します 

 ⑶ プレゼンテーション審査は、京都市伝統産業活性化推進審議会審査選考

部会において実施します 

 ⑷ 本市が指定する伝統産業品目の制作に係る工程、技術、技法に携わってい

ることが特定できない場合、審査対象外になることがあります 

 

６ 「未来の名匠」認定予定者数 

  １０名以内 

 

７ ｢未来の名匠｣に認定された場合の授与品等 

⑴ 「未来の名匠」の称号、認定証及び奨励金１０万円の授与 

⑵ 「未来の名匠」の作品展示会を実施（予定） 

 

８ スケジュール（予定） 

日程 内容 

令和８年４月１日（水）～６月１２日（金） 募集期間 

令和８年７月頃 書類審査（申請者多数の場合） 

令和８年８月～９月頃 工房調査 

令和８年１０月～１１月頃 プレゼンテーション審査 

令和８年１２月頃 認定式 

令和９年３月頃 展示会 
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９ 京都市の伝統産業 

 

1 西陣織 26 北山丸太 51 京和傘 

2 京鹿の子絞 27 京版画 52 截金 

3 京友禅 28 京袋物 53 嵯峨面 

4 京小紋 29 京すだれ 54 尺八 

5 京くみひも 30 京印章＜印刻＞ 55 三味線 

6 京繍 31 工芸菓子 56 調べ緒 

7 京黒紋付染 32 京竹工芸 57 茶筒 

8 京房ひも・撚ひも 33 造園 58 提燈 

9 京仏壇 34 清酒 59 念珠玉 

10 京仏具 35 薫香 60 能面 

11 京漆器 36 伝統建築 61 花かんざし 

12 京指物 37 額看板 62 帆布製カバン 

13 京焼・清水焼 38 菓子木型 63 伏見人形 

14 京扇子 39 かつら 64 邦楽器絃 

15 京うちわ 40 京金網 65 矢 

16 京石工芸品 41 唐紙 66 結納飾・水引工芸 

17 京人形 42 かるた 67 和蝋燭 

18 京表具 43 きせる 68 珠数 

19 京陶人形 44 京瓦 69 京菓子 

20 京都の金属工芸品 45 京真田紐 70 京漬物 

21 京象嵌 46 京足袋 71 京料理 

22 京刃物 47 京つげぐし 72 京こま 

23 京の神祇装束調度品 48 京葛籠 73 京たたみ 

24 京銘竹 49 京丸うちわ 74 京七宝 

25 京の色紙短冊和本帖 50 京弓   


